
ガ バ ナ ン ス〈 G 〉

取締役・執行役員、経理本部長、総合企画部担当本部長　岡 正規

　社会から信頼される誠実な企業であり続けるために、豊田合成グループ全体
でコーポレート・ガバナンスの充実を図っています。公正かつ透明性のある企業
統治体制を構築・維持するために、社外取締役・社外監査役による経営の監視・監
督の実効性を高めるとともに、業務の適正性・効率性を確保するための内部統制
システムを全社で整備・運用しています。また、グループ全体でのコンプライア
ンス活動を通して法令遵守・企業倫理の徹底に取り組んでいます。
　さらには、経営に重大な影響を及ぼす可能性のあるリスクを把握し、未然防止
のためのリスクマネジメント活動を推進しています。

透明性のある経営システムを構築・運用し、
グループをあげてコンプライアンスを徹底。

　持続的成長の実現のためには、企業経営の健全性と効率
性の確保をねらいとしたコーポレート・ガバナンスの充実・
強化が経営上の最重要課題と認識し、環境変化に的確に対
応できる組織体制および公正かつ透明性のある経営システ
ムを構築・維持することに努めています。

　また、豊田合成は金融庁・東京証券取引所が策定した「コー
ポレートガバナンス・コード」の理念や原則の趣旨・精神を
踏まえたさまざまな施策を自律的に実践することで、コー
ポレート・ガバナンスの充実を図っています。

　当社は、監査役制度を採用し、法定の機関として、株主総
会・取締役会・監査役会・会計監査人を備え、併せて、内部監
査をはじめとする内部統制システムを整備・運用しています。
　取締役会は、取締役9名で構成され、毎月定期的に行われ
る取締役会（必要に応じて臨時取締役会）において、法令・定
款で定められた事項や経営に関する重要事項の報告・審議・
決議がされています。
　また、執行役員制度を導入し、意思決定と業務執行のス
ピードアップを図っています。経営の重要な事項について
は、経営会議を毎月開催し、さらに技術・原価・人事などの主
要機能に関する機能会議体および各種委員会を適宜開催し、
的確な経営判断を行っています。
　監査役会は、監査役5名で構成され、監査役会を定期的に
開催するとともに、取締役会をはじめとする重要な会議へ
の出席や各部門・子会社の監査を通して経営監視の機能を
果たしており、外部監査人である会計監査人による監査機
能とあわせ、独立かつ公正な監査体制を確保しています。
　これらの機関設計に基づき、監査・監督・執行を連携して
機能させ、会社の意思決定、業務執行の適法性と効率性が十
分に担保されていることから、現在の体制を採用しています。

　また、取締役会の監督機能を強化し、意思決定プロセスの
客観性・透明性を高めるため、取締役会の任意諮問委員会と
して、社外取締役が議長を務め、かつ社外取締役が過半数を
占める「役員人事委員会」および「役員報酬委員会」を設置
しております。両委員会の役割および委員構成は次の通り
です。

基本的な考え方

企業統治の体制

名称 役割 構成員

役員
人事委員会

取締役および監査役
の選解任に関する議
案の審議・答申
( 社長の選定等 )

宮﨑取締役会長
小山取締役社長
土屋社外取締役
山家社外取締役（議長）
松本社外取締役

役員
報酬委員会

取締役の報酬制度お
よび個人別報酬の審
議・答申

（譲渡制限付株式報
酬等）

宮﨑取締役会長
小山取締役社長
土屋社外取締役
山家社外取締役（議長）
松本社外取締役

コーポレート・ガバナンス
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コーポレート・ガバナンスの体制図

　当社は、会社法の規定に基づき「内部統制の整備に関する
基本方針」を策定し、これに沿って重要事項の審議、関連規
程・要領の制定と運用、内部監査、コンプライアンス、リス
ク管理などを含む内部統制システムを整備することで、業

務の適正を確保するための体制の構築と運用に努めていま
す。内部統制の整備・運用状況については、毎年取締役会で
その内容を確認し、さらなる改善および強化に継続的に取
り組んでいます。

　当社および子会社の健全な内部統制環境の醸成を図るた
め、グループ各社と「経営理念」を共有するとともに、共通
のコンプライアンス上の指針である「豊田合成グループ行
動憲章」を定め、子会社に展開する体制を整備しています。
また、子会社の経営の自主性を尊重しつつ、定期的に事業報

告を受けるとともに、事前承認報告制度を通じて子会社の
業務の適正性と適法性を確認する体制を整備しています。
さらに、重要な子会社には非常勤取締役・非常勤監査役を派
遣することで、子会社の業務執行を監視および牽制する体
制を整備しています。

内部統制システム

豊田合成グループとしての内部統制

株主総会

業務執行体制

監査役会 会計監査人取締役会

選解任

監査 連携

選解任

答申諮問

付議
報告

付議報告

決定承認

監督

報告

選解任 監査 監査

監査

指揮・監督

選解任

監査役室

社長

監査部

役員人事
委員会

役員報酬
委員会

監査役会、
会計監査人と連携

業務執行 全社会議体

執行役員

各機能・事業部門

子会社・関連会社

各種経営会議体

各種機能会議体

各種委員会

　内部監査については、監査部を設置し、経営目標の達成と
不正・誤謬の予防を図ることを狙いに、期首に経営者に承認
された内部監査計画に基づき、業務全般にわたる内部監査
を実施しています（機能部による監査も含む）。
　内部監査の結果は経営者に報告されるとともに、被監査
部門に対しては監査結果に基づく改善勧告を行い、改善計

画・改善結果を確認することにより、内部監査の実効性を高
めています。
　各監査役は、監査役会が定めた監査方針、計画に従い、当
社および子会社に対し、調査を実施し、また、取締役会、経
営会議などの重要な会議体・各種委員会に出席するほか、取
締役などから事業の報告の聴取、決裁書類等重要な書類の

内部監査・監査役監査・会計監査
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ガバナンス〈G〉

　豊富な経験と高い見識を持つ3名の方々に社外取締役に
なっていただいています。
　土屋取締役はグローバル戦略と生産技術の分野、山家
取締役は財務と環境の分野、そして松本取締役は環境と
SDGsの分野の豊富な経験と高い見識をお持ちです。また、
松本取締役は、当社では初めての女性取締役です。
　この3名には、取締役会での活発な議論に加えて、モニタ
リングとアドバイザリーをしっかり実施していただいてい
ます。
　モニタリングのサポートは、当社の各部門により事業内

容や課題を説明、さらには国内外子会社視察を通じ、現地現
物の視察に行っていただいて、ありのままの経営状態をご
理解いただいております。その上で、取締役会の決議前に
各議案の背景と内容をしっかりと説明して、適正な意思決
定がなされるように努めています。
　同時にアドバイザリーの機会としまして、監査役も含めた
全社外役員に出席いただく社外役員連絡会を定期的に開催
し、会社の方向性、事業の課題についてアドバイスをいただ
いております。そして販売会議、臨時会議等の各種会議体
への出席をしていただいております。

社外取締役の期待とサポート

閲覧、事業所や子会社の往査など、適法性の確保、適正性の
確保、財産・権利の保全、損失の未然防止の観点より、取締
役の職務の執行を監査しています。なお、監査役監査を補
助する専属の部署を設置しています。
　当社の2019年度会計監査業務を執行した公認会計士は、
山中鋭一氏および西村智洋氏であり、PwCあらた有限責任

監査法人に所属しています。
　監査役、内部監査部門および会計監査人は、それぞれの監
査の体制、監査方針、監査計画、実施状況、監査結果などに
ついて、定例的に会合を持つとともに、必要に応じ随時連絡
を行い、意見交換と情報の共有化を図り、連携して効率的か
つ効果的な監査を進めています。

取締役（スキルマトリックス）

氏   名 当社における地位 役員人事
委員会

役員報酬
委員会 企業経営 ガバナンス 海外事業 モノづくり

（生産・品質） 技術 営業 財務 人事 環境・
エネルギー

  宮﨑　直樹 取締役会長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  小山　享 取締役社長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  山田　友宣 取締役副社長 ○ ○ ○ ○

  安田　洋 取締役 ○ ○ ○ ○ ○ ○

  岡　正規 取締役 ○ ○ ○

  石川　卓 取締役 ○ ○ ○ ○

  土屋 総二郎 取締役 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  山家　公雄
取締役

◎ ◎ ○ ○ ○ ○

  松本 真由美
取締役

○ ○ ○ ○ ○

※各諮問委員会の◎は議長

社外 独立

社外 独立

社外 独立

  P35に続く
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